
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

報道関係者各位   

令和８年２月 25日 
 

文京学院大学人間学部３年生３名が「文京区景観づくり審議会小委員会」で提言 

若者の視点から文京区の未来を描く、 

まちの景観計画見直しに向けたフィールドワーク結果を発表 
 
文京学院大学（学長：福井 勉）は、人間学部コミュニケーション社会学科の岩舘豊助教のゼミナール（以下、岩舘ゼ

ミ）に所属する３年生３名が、2026年２月 17日に開催された「文京区景観づくり審議会小委員会」に出席し、文京区住
環境課からの協力依頼を受けて実施した「文京区景観計画」の見直しに向けたフィールドワークの結果を報告したこと
をお知らせします。 
学生たちは、若者ならではの視点で、「夜間の景観計画」の重要性や、歴史的な「寺町」の風情と「都市拠点」の賑

わいを両立させるための屋外広告物のあり方など、区の景観形成に関する提言を行いました 。 
なお、本フィールドワークの成果物は、文京区の景観計画見直しのための参考資料として活用されます。 

 
 文京区からの調査課題と学生による発表内容         ・  
【文京区から提示された４つの調査課題】 
 １．地域を代表する景観 
 ２．良好な屋外広告物 
 ３．問題を感じる景観 
 ４．改善の余地がある屋外広告物 
 
【フィールドワークでの調査結果】 
≪地域を代表する景観・良好な屋外広告物≫ 
■幹線道路沿いでは、基準に沿った統一感のある景観が形成されている。 
■新しいマンションと古い寺社が併存するエリアでは、周囲の建物への色彩配慮や緑化によって景観が調和している
事例が見られる。 
■寺町地域の雰囲気に合わせ、彩度を抑えた落ち着いた色合いの屋外広告物は、商店街の機能と地域の風情を両
立させている。 
■夜間に適切にライトアップされている寺院は、その趣や風情が視覚的に伝わり、昼間とは異なる魅力的な景観を創
出している。 
≪問題を感じる景観・改善の余地がある屋外広告物≫ 
■照明がない寺院や空き店舗周辺では、夜間に非常に暗くなり、歩行者に不安を与えるだけでなく、昼間の色彩によ
る調和効果が消されている。 
■寺町基準に適さない派手な色彩の広告物が、後方にある建造物の景観を阻害している。 
■内照式の派手な広告物は、夜間に光が強くなることでより目立ち、落ち着いた色彩から遠ざかっている。 
■張り巡らされた電線、道路と建物の距離の近さによる圧迫感、屋上の目立つ貯水槽などが、景観の開放感や統一感
を損なう要因となっている。 
 
【学生による改善策】 
≪景観全般の改善≫ 
■「昼間」だけでなく、夜間の視認性や安全性を考慮した「夜間景観計画」を視野に入れる。 
■寺院における夜間照明の数を増やし、地域の趣を夜間も維持・発信する。 
■電線・電柱の規則的な配置を意識し、複雑化した視覚情報を整理する。 
≪屋外広告物の改善≫ 
■ベージュ系など、周囲と調和する彩度の落ち着いた色の使用を推奨する。 
■夜間の内照式看板の光量を減らし、周囲の景観に溶け込む明るさに調整する。 
■乱立する看板を、寺町基準に適したデザインの 1つのフレームに集約させることで、視覚的な雑多さを解消する。 
 
 ≪発表学生からのコメント≫                                  ・  
「今回、昼と夜に分けて実施したフィールドワークにより、暗さや光量など夜に限定される要素が、昼と異なる景観課

題を生じさせていることを学びました。夜の景観にも配慮し、昼とは異なった寺町の歴史性を引き立てる景観へと変化
することを期待しています」 

共に育つ、わくわく悩む 

  【取材などお問い合わせ先】 

 

文京学院大学（学校法人文京学院 法人事務局総合企画室）  担当：島田、成田、三橋 TEL：03-5684-4713 

本学学生による発表 


